
市税（23.9％）市税（23.9％）
48 億9,396 万円48 億9,396 万円

地方交付税（30.6％）地方交付税（30.6％）
62 億6,745 万円62 億6,745 万円

国・県支出金（20.6％）国・県支出金（20.6％）
42 億2,103 万円42 億2,103 万円

借金（8.4％）借金（8.4％）
17 億1,691 万円17 億1,691 万円

その他（16.5％）その他（16.5％）
33 億8,233 万円33 億8,233 万円

道路・公園など（12.6％）道路・公園など（12.6％）
25 億7,055 万円25 億7,055 万円

福祉（30.8％）福祉（30.8％）
62 億8,290 万円62 億8,290 万円

環境・衛生（11.8％）環境・衛生（11.8％）
24 億267 万円24 億267 万円教育（8.4％）教育（8.4％）

17 億2,525 万円17 億2,525 万円

借金返済（8.4％）借金返済（8.4％）
17 億2,090 万円17 億2,090 万円

その他（28.0％）その他（28.0％）
57億1,922 万円57億1,922 万円
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国が負担

市の実質的な負担
約 59億円

204億8,168万円 204億2,149万円
歳入 歳出

項　　目

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

令和元年度決算

－

－

8.9％

－

早期健全化基準

  13.11％

  18.11％

  25.00％

350.00％

財政再生基準

20.00％

30.00％

35.00％

－

国民健康保険
学校給食センター
老人保健施設
公営墓地
介護保険

茜が丘宅地供給事業
後期高齢者医療
太陽光発電事業
水道事業
下水道事業
病院事業

会　　計
一般会計

特
別
会
計

企
業
会
計

歳　　入 歳　　出 差し引き
204億8,168万円
44億7,130万円
2億8,455万円
4億9,990万円

407万円
47億7,314万円

3,451万円
6億1,215万円
6,822万円

11億666万円
20億2,997万円
83億5,631万円

204億2,149万円
44億2,925万円
2億8,455万円
4億9,990万円

407万円
46億7,618万円

3,451万円
5億9,790万円
6,822万円

11億2,384万円
20億2,994万円
83億5,425万円

6,019万円
4,205万円

0円
0円
0円

9,696万円
0円

1,425万円
0円

△ 1,718万円
3万円

206万円

この基準を超えると
イエローカード

この基準を超えると
レッドカード

201.6 200.1 201.4

103.4 104.3 100.9

一般会計歳入

収支のバランス

一般会計歳出

貯金と借金

財政状況

◆健全化判断比率

◆基金残高と市債残高（一般会計ベース／単位：億円）

◆会計別決算 【指標の説明】
実質赤字比率…市の会計などの
赤字の程度を指標化し、財政運
営の深刻度を示すもの。
連結実質赤字比率…全ての会計
を合算し、市全体の赤字の程度
を示すもの。
実質公債費比率…財政負担を見
るために、借金の返済の大きさ
を指標化したもの。
将来負担比率…将来の負担を見
るために、借金や今後支払いが
見込まれる負債分を指標化した
もの。

　西脇市の令和元年度決算がまとまりましたので、一般会計、特別会計、企業会
計の状況についてお知らせします。また、基金や市債の残高、健全化判断比率に
ついても公表します。
◆問合せ　財政課（市役所内線388）

決算を報告します決算を報告します
令和元年度

　令和元年度一般会計では、歳入総額が204億8,168万円、歳出総額が204億2,149万円
で、令和２年度へ繰り越すべき財源の2,199万円を差し引き、3,820万円の黒字となりま
した。
　また、特別会計と企業会計の決算概要は次のとおりです。両会計は特定の事業を行う
ために、一般会計とは分けて設置されるものです。

　令和元年度末の一般会計ベースの貯金（基金残高）は100億8,831万円となり、昨年
度と比べて３億4,518万円減少しました。一方、借金（市債残高）は201億4,142万円と
なり、１億2,703万円増加しました。借金のうち、合併特例債および緊急防災・減災事
業債の70％、臨時財政対策債の100％などが交付税措置されますので、実質的な市の負
担額は約59億円となります。
　なお、特別会計、企業会計を加えた市全体の貯金は109億2,099万円、借金は470億
7,048万円です。

　自治体の財政状況を示す「健全化判断比率」では、「健全段階」、「早期
健全化段階」、「財政再生段階」の３段階に区分されます。
　西脇市は令和元年度決算において、実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率、将来負担比率のいずれの指標も、国が定める基準を下
回り、前年度に引き続き「健全段階」となっています。
　西脇市は健全財政を維持しています。

広報にしわき　令和2年10月号広報にしわき　令和2年10月号9 8

比率がマイナスになる場合、「－」で表記しています。


